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「
金
沢
大
学
っ
て
こ
ん
な
事
も
し
て
い
た
ん
だ
」
こ
れ
が
、
学
生
編
集
委
員
が
編
集
作
業
を
通
し
て
感
じ
た
率
直
な
意
見
だ
ろ
う
。
こ
の
活
動
で
、
学
生
と
し
て
自
分
の
専
門
を
学
ぶ
だ
け
の
視
点
か
ら
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
大
学
全
体
を
見
る
機
会
を
得
た
。
金
沢
大
学
の
良
さ
、
地
域
の
良
さ
、
そ
の
中
に
あ
る
共
生
の
関
係
を
体
感
し
て
く
れ
た
と
思
う
。
「
大
学
の
社
会
貢
献
と
は
何
か
？
」
の
議
論
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
今
回
の
活
動
は
、
地
域
に
対
し
て
の
情
報
発
信
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
学
生
に
対
し
て
、
自
分
の
通
う
金
沢
大
学
の
真
の
姿
に
触
れ
、
理
解
し
て
も
ら
う
事
で
も
あ
っ
た
。
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
学
生
が
成
長
し
て
い
く
姿
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
た
。
教
員
と
学
生
、
地
域
と
学
生
、
学
生
と
学
生
。
取
材
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
生
れ
た
こ
と
は
素
直
に
う
れ
し
い
。
そ
し
て
、
形
と
し
て
残
っ
た
こ
の
情
報
誌
。
こ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
読
者
に
任
せ
る
こ
と
に
な
る
。
評
価
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
形
を
残
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
こ
の
経
験
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
、
我
々
職
員
に
と
っ
て
も
様
々
な
形
で
生
か
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
金
沢
大
学
を
紹
介
す
る
こ
の
よ
う
な
情
報
誌
は
、
職
員
の
手
に
よ
っ
て
だ
け
で
は
絶
対
に
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
企
画
に
参
加
し
て
く
れ
た
学
生
編
集
委
員
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
地
域
貢
献
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
　ー
山
本　
秀
樹
　「何かを学ぶためには、自分で体験する以上にいい方法はない。」
　たまたま書店で立ち読みした本にアインシュタインの名言とし
て書かれていた言葉です。今回の編集を通して予想以上の収穫を
得ました。学生に編集をある程度任せてくれた山本さんの勇気に
感謝します。そして僕達自身が社会貢献の種として自分の花を咲
かせたいと思います。
神
かみ
谷
や
　卓
たか
史
し
 工学部電気電子システム工学科1年
 　とりあえず覗くだけ…と思っておそるおそる出たガイダン
スだったのに、結局最後まで続けてしまった広報誌ゼミ。編
集の仕事は軽い気持ちでは務まらないんだということが実感
できました。大変な部分も相当あったけど、その分学ぶこと・
考えることもあり、すごくやりがいを感じました。やめない
でよかった！
縄
なわ
野
の
　朋
とも
子
こ
 文学部文学科3年
　今回はチャレンジをさせてもらう機会をいただいたと思う。
自分のチャレンジはもちろん、今回だけで終わることなく、ま
た手作りの作品を作りたいです。
舘
たち
　謙
けん
太
た
郎
ろう
 経済学部経済学科2年
　今回学生編集委員として企画から記事作成まで全て携われ、
また雑誌作りのノウハウを教えていただけて、大変自分の糧に
なりました。何より、それぞれ違う理由でこの仕事に携わろう
と考えて集まった他の編集委員の方々と出会え、濃密な時間が
過ごせ、とても楽しかったです。
安
やす
井
い
　裕
ゆう
奈
な
 文学部文学科1年
　冊子作りに興味を持ち学生編集委員になったのですが、作業
を進めてみると思わぬ困難がありました。記事作成でのインタ
ビューは初めての経験だったため至らない点もあり、苦労しま
した。しかし普通に学生生活を送っていたならば会う機会が無
かっただろう方と、興味深い話をすることが出来、実りある時
間だったと思います。
下
しも
里
さと
　真
ま
悠
ゆ
子
こ
 文学部人間学科1年
　いい兄貴・山本さん。いいお姉さん・岸本さん。いい父親・
上口さん。よき姉御・掛野さん。目標に向かって徐々にまとまっ
ていった編集委員の仲間。編集委員や取材で出会えた人々、そ
のすべてに感謝！「出会えたことが奇跡」　
もっとやりたい！でもどうあがいてももう卒業・・・。
この熱い思い、あなたに託した。
中
なか
西
にし
　晋
くに
康
やす
 法学部法学科 4年
　普段は同じ大学にいながら会うことのなかった人々と、この
企画を通じて知り合うことができたこと、それが一番楽しく感
じられました。大学には多くの資源があるけれども、自分から
アクセスしていかない限りそういったものを知る機会はない。
行動を起こすことの大切さをいまさらのように実感しました。
肴
さかな
倉
くら
　玉
たま
実
み
 文学部人間学科3年
　自分達の手で一つのものを創り上げられたという事が何より
も嬉しい。初めは自分に出来るのだろうかと不安で、取材した
方々や他の編集委員の様々な思いや考えを一つにまとめるのは
大変だったが、苦労した分だけ学ぶ事も多かったし、出来た時
の喜びも大きかった。今回編集委員として関われた事は、本当
に誇りに思う。
塩
しお
本
もと
　祥
よし
之
ゆき
 経済学部経済学科3年
　金大って何？？そこから、この「地域とともに」が始まった。
　金沢大学が地域に世界に向けて、どんな研究や活動を発信して
いるのか知るきっかけになり、視野が広がったと思う。今回の編
集を通して、私に新しい刺激を与えてくれたみんなに感謝したい。
　これからも人が目標に向かって歩みだす一歩に出会えたらいい
な。
東
とう
海
かい
　佳
か
奈
な
子
こ
 教育学部人間環境課程 2年
　編集委員に応募しなければ、何も知らずに、知らないことに気
付くことすらなく学生生活を終えていたに違いない。大学を外か
ら見つめて、「自分の知らなかった大学」に出会った。違った角度
から見た金大は、緑豊かで学生が通うだけの場所ではない。最先
端の研究がなされ、学生のパワーがあふれるところであった。
水
みず
木
き
　裕
ゆう
子
こ
 文学部文学科2年
　
編
集
委
員
紹
介
学
部
も
学
年
も
、
参
加
し
た
動
機
も
様
々
な
学
生
10
人
が
集
ま
っ
た
。
手
探
り
で
ス
タ
ー
ト
し
た
編
集
作
業
も
終
え
、
つ
い
に
刊
行
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ふ
り
返
り
、
伝
え
た
い
、
学
生
編
集
委
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
本
音
が
出
て
い
ま
す
!!社
会
貢
献
室
か
ら
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